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研究会報告
ちいち反応したことを判断するフラグを設定したりなどした｡その他､細かいことまで相当気を使わなく
てはならず､苦労した｡自然には､オブジェクトをばらまいておけば勝手に矛盾無く判断されるはずのこと
に何故こここまでしなくてはならないのだろう｡
プログラミング言語に限らず､論理の世界は全て逐次的である｡逐次的であるということは､順序が保
たれているので厳密性が保証されるし余計な干渉も起きない｡例えば並列計算機でいくら並列性を上げる
といっても､正しさを保証できるように同じメモリ番地に同時に書き込みを行なうことは出来ない3｡ しか
し､プロセスを並列に実行しようとすると､多かれ少なかれ干渉が起きる｡むしろ､複雑系では干渉が起き
る場合を作ろうとしているのではないだろうか｡
それぞれのモジュールで計算が行なわれつつあるとすると､相互作用により状態が変化を受けるならば
それは計算途中で損傷を受けるということになる｡全ての計算を1ステップの内に行なうことは不可能で
あるから､正しい結果は得られないということになるだろう｡しかし､そこでモジュールの状態の ｢意味｣
が変わって､相互作用の結果として新しい ｢文脈｣が生成されるのであればそれには何らかの意味があるの
と考えることは出来ないだろうか｡つまり､計算の上での ｢正しい｣意味が壊れることにより､｢無意味｣
になるのではなく｢多義｣になる.そして､多義性から｢新たな｣意味/情報が生成されるという4｡これに
は､計算の途中で相互作用が起こるという｢実時間性｣が本質的な作用をしている｡
6 おわりに
生命の起渡を究極的な目標としてはいるが､実のところこのモデルが何であり､何を説明するかという
直接的な対応物はない｡最初に思い浮かべたのは冒頭でも述べたように ｢テトリス｣なのであるが､これが
目的とするのは茸白質の ｢意味｣だった｡つまり僅かな形の違いが異なる機能をもっているということは何
であるのか｡.またそうしたものがどう組み合わせれば生きるという状況を作ることができるのか知りたかっ
たのである｡そこから代謝系-と範囲を紘大したのは､より根源の現象から解き明かしたいと考えたからで
あるoもちろん ｢根汲｣を求め出すときりがない｡そこで､ある基盤をつくりそこから上のスケール-とレ
ベルを上がって構造を作り続けて行く仕掛けを発見しようとしたのである｡その仕掛けに普遍性があれば､
多分本質であろうから｡
では､どうやって理解しようとするのか｡化学反応で起きていることを直接的に論理で ｢正しく｣書き
下して意味を見つけることが出来ないと思われるが､その最大の理由は上に述べた通りである一実時間･並
列的に多体反応が起きている｡われわれも並列的に考える方法を見つけなくてはならない｡言語は逐次的
であるが脳細胞のレベルでは並列処理が起きているので､望みが無くはない筈である｡計昇機によってカオ
スの理解が進んだように､例えばこのタイル機械を使って-タイル ｢で｣考えることを試みたい｡
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